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糖尿病患者の⾷事改善に対する⾃⼰管理⽀援 ICT システム DialBetesPlus の 
有効性の評価 
 
DKD(糖尿病性腎臓病)の有病率は、2 型糖尿病の増加に伴って世界的に増加している。末
期腎不全によって腎代替療法を受けている患者の数は 2010 年には世界で 262 万⼈であ
り、2030 年には倍以上の 544 万⼈に増加すると予測されている 1。2 型糖尿病および
DKD の進⾏を予防する最も基本的な⽅法の⼀つが⾷事と運動習慣の改善である。 
脇(2014)らによって開発された 2 型糖尿病患者向け⾃⼰管理⽀援システム DialBetics は、
3 ヶ⽉間の⾮盲検ランダム化⽐較試験において患者の⾎糖コントロールを改善させた 2。⼀
⽅で、同様のモバイルヘルスが DKD に対しても有効であるかどうかは⽰されていない。 
DKD を有する患者に対する⾃⼰管理⽀援システム DialBetesPlus の有効性を評価するた
め、2018 年から 2020 年にかけて⾮盲検ランダム化多施設共同臨床試験が⾏われた。主要
アウトカムは 12 ヶ⽉後の尿アルブミン濃度の変化、副次的アウトカムは BMI、⾎液検査
結果、⾷事、服薬アドヒアランス、QoL であった。本研究では、この臨床試験の結果のう
ち⾷事データの解析を⾏なう。抄読会では、DialBetesPlus の有効性評価のために実施され
た臨床試験の概要を説明する。また、得られた⾷事データの現時点での解析計画について
発表する。 
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